
ご参考）	 
←演題番号スペースを設ける	 
　場合に、サイズの目安として	 
　ご利用ください。	 

20×20cm	 

A0	 

ページ設定※	 
幅　	 	 84.1cm	 
高さ	 118.9cm	 

※PowerPointのバージョンによっては数値に	 
　若干誤差が生じている場合がありますが、	 
　そのまま作成いただいて問題ございません。	 

https://www.cybig.net/	 

データ作成における注意点については、	 
ご入稿前のチェックポイントをご参照ください。	 
（↑右クリックで“ハイパーリンクを開く”を選択）	 

　スケールが違う、この星の海。 
宇宙進出の最前席に棲む。放射線あり、陽当り悪し、でも私たちが解決します！ 
１７ 

京大全学共通有人宇宙学受講者第４グループ（エンケラドス班）	 
石川 哲也　（京都大学 公共政策大学院）　 
比口 大育　（京都大学 人間・環境学研究科 共生人間学専攻 認知・行動科学講座） 
日高 航太　 (京都大学 法学部)　 
星之内 菜生(京都大学 工学部 地球工学科) 

２５種類の人の役割	

（ところで）エンケラドスって？ 
・土星の第II衛星。1789年，（２３０年前）発見 
・土星のまわりを1.370218日で一周する（すばしっこい！） 
・大きさは月の７分の１位 
・エンケラドスの表面重力は0.113ｍ/ｓ２ 
　（地球の重力は約9.81ｍ/ｓ２） 
・ほとんど氷でできていて真っ白。太陽光をほぼ100%反射。 
・エンケラドス地表の温度はマイナス200℃以下！ 
　（しかし内部の海の温度は90℃？） 
・全体が氷で覆われている（厚さ20~25km） 
・氷の地殻と岩石の核の間に内部海が存在。 
　衛星表面の約40～48キロ下の幅10kmほどの層の中。 
（面積としては北海道より大きい） 
・液体の水、有機物、熱源（生命誕生に必要な三要素）が 
あるのは、太陽系内では地球とエンケラドスだけ！ 

京大全学共通有人宇宙学受講者第４グループとは？	  
京都大学で今年開講された有人宇宙学の演習において、私たちは、宇宙を知る／	  
宇宙を生きる／宇宙を考える／宇宙をつくる、という四つのテーマに分かれ、	  
有人宇宙学、宇宙環境工学、宇宙生命科学、宇宙霊長類学、宇宙人類学、	  
宇宙工学、宇宙法など幅広い分野の先生方からヒントをいただき、果たして１５０名	  
の人類が宇宙で恒久的な社会を作ることができるのか、というテーマで半年間、	  
具体的な検討を続けてきました。（石川・比口・日高・星之内）	


